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南伝上座部における縁起説と輪廻の関係性

志智 昭良

はじめに

本稿は、 南伝上座部の代表的論書で、あるブ、ツダ、ゴーサ (Budめ噌10sa:生没不明) 著 『清浄道

論� (Visuddhimagga:以下 Vis m. ) と 、 Vis m.fこ影響を与えた と さ れて い る 『無碍解道1�

伊α附ambh納伽ωrgga:以下 pts.) におけ る縁起説 と 輪廻説の関わ り を論 じ、 その監蜘包む霊を

示すものである。

十二支縁起 と しての縁起説は、 輪廻を示すも のであ り 、 ア ヒ、ダルマでは三世両重の縁起 と して

確立 しι三世両重の縁起 と は、 十二支縁起を過去世における因 (無明 ・ 諸行) 、 現庇世におけ

る果 (識 ・ 名色 ・ 六処 ・ 触 ・ 受) 、 現在世における因 (渇愛 ・ 取 ・ 有) 、 未来世におけ る果 (生 ・

老死) に分類 し、 無明 を根本 と する有情の三世に渡る輪廻を示すものである。 三世両重の縁起説

では、 「諸行」 と 「有」 は業団轍 され、 因 と な り 果報 を も たらす業執官官、を も って輪廻が示 さ

れている。

しかし、 仏教の根本思想 と もいえる無我説の立場か ら輪廻説を検討する と き 、 輪廻の主体を担

う も のは何かと い う 品種が生 じる。 つま り 、 どのよ う に無我輪廻を成立 させるのかと し づ 問題で

ある。 部派仏教では、 こ の よ う な問題を どのよ う に解決 していっ たのか。 本稿では、 こ の よ う な

問題への足掛か り と して、 南伝二論書 における縁起説 と 輪廻の関保性を考察する。 本稿で取 り 上

げる南伝二論書の縁起説は、 Vism.で、はXVll慧地品 (p必ñãbh加11・ni dd闇) に説かれ、 Pts.で、同大

品IV智論 (Mahãv 徳島IV，れ均成柑lã) に説カれる。 輪廻説は Vis m.XVlJ慧地品の 「諸行J と 「劃

支分において説かれ、 pts で同大品Vl趣論 (Mahãv 砲ga，VIGa此athã) において 「名色」 と 「劃

の関係で輪廻が説かれる。 こ の よ う に両者の転生が説かれる支分には相違がある。 本稿では、 両

者が どの よ う に縁起を解釈 し、 輪廻説を説明 してい く のかを示 してし 、 く 。 ま た、 pts智論 と 趣論

の縁起説の関係性は椅命で説明 してして。

南伝上座部の縁起説に関する先行研究は、 Vism.の縁起説を 中心 と した も のが多 く 、 林寺 [ 1998J 、

I P(sJì、 『刊小、削 〈仙肋u此dda.凶伯N胤必加桝)蔵の経典であるが、 論母 を設ける なとぽ官命繕書附全蛸絡 を有 して引い、もるのてで、、
本耳稿高で廿l同1認z命書と位置付ける。 P陪恒の成立 に関 して、 水野 [199朔9切7九祉a配:3一8幻3J は、 『泣編制 ω加η鵬即19，聞i) ・

『分別言制 (Vibh，伊)に説かれるノ号ー リ 独自 の{，作用が、 Pts. に説かれる も の よ りも 発展している こ と を根
拠lこ、 一舟鮒な経典と初期論書の聞に成立 した と指摘する。

1 30一



南伝上座部における縁起説と輪廻の関係性(志智)

馬場 [2∞3aJ ロ∞3bJ 、 浪花 ロ∞8:3 13 -36OJ な どが挙げ られる。 林寺氏は、 Vis m.の三輪転

の縁起説?か ら縁起支解釈に着目 し、 特に 「識 ・ 名 色」支分の角献におけ る 問題を扱っている30

馬場氏の研究も縁起苅割引こ着 目 したものであ り 、 Vis m.の縁起苅献が 『分別経11 ( Vib仰iga­

sutta) → 『分別論;11 ( Vibhañga 以下 Vibh.) の耐もにある こ と を指摘 している。 浪花氏の砂院は、

V色 m.の縁起説 と 諸註釈 ・ 復註 と の関係や、 南伝上座部の縁起説を総合的に扱っ た も ので、あ る。

これらの先行砂院に よ っ て、 南伝上座部の縁起説や Vis m. における縁起説は多 く の部分が明 らか

になっ ている。 しか し、 従来の研究において Vis mの縁起説か ら窺える輪廻観 と Pts. 趣論から窺

える輪廻観を比較 し論 じたものは管見の限 り 見当た ら なし、

そ こ で、 両者の縁起説を比較する と と も に、 転生に関わる支分の相違点を縁起支角献 と し 、 う 視

点か ら考察 してい く 。 そ して、 最後に Vis m.において無我輪廻が どの よ う に説かれている のかを

考察する。 そのために、 第 l章では本稿で取 り 上げるこ論書の縁起支解釈を取 り 上げる。 続 く 第

2 章ではP笹川蹄命の輪廻に関する記Zßを取 り 上げ、 縁起説 と の関係性 も 踏ま えて輪廻説 と の関

わ り を考察する。 第 3 章では、 Vis m.慧地品の輪廻に関する記述を取 り 上げる。 第 4 章では、 第

3 章を踏ま えて Vism.における無我輪廻を考察する。 なお、 pts を検討する 際は、 適宜 『無碍解道

官11 (Sadc如mmappa励inï以下町SA) を参照する。

1. 町&とVism.における十二支縁起説

本章では、 民s.智論の縁起説 と Vis m慧地品の縁起説を検討 し、 転生に関わる縁起支分の解釈を

示す。

は じめにpts智論の縁起説を検討 してし、 く 。 pts智論は、 七十三種の智を詳説する章であ り 5、

縁起説は 1 1:封主智」 の説明で、説かれる。 こ こ では、 「縁のf田窪について慧は法住智である と は ど

う してか内に対 して、 無明から老死ま での十二支を用いて、 縁起 を所依 (thiti) ・ 因 (he印) と 因

所生 (h 巴胸mupanna) ・ 縁由刷ω) と 縁由所生(p:蜘叩lUpannna) ・ 縁 (paccaya) と 慨庁

生 (pぉω抑制upanna) の観財道 ら論 じ 、 縁起支の前後が縁 と な る こ と を示 している。 そ して、

そのま と め と して二十行相の縁起説が以下のよ う に説かれる。

2三輪Wコ縁起説と は、 「無明・渇愛・取J を 煩↑油紙、 「新子・有 」を 業輪転 「識・名色 ・六処・触 ・受J
を 異熟輪転とする 縁起説である。 Vism.やVi凶では、 本稿で 取り上げる P也二十併自の 縁起説の 説朋のあ と
に三輪転の縁起説が説かれる 。

3 詳細は後述する 0
4 �.鮪騎手道剖は、 M油加制著の 『鮪新平進』の 註釈書で、 5 断己後半から 6 也事揃半には成立していた と

しづ。 また、 Vismをは じ めとする ブ、ツダゴーサ著の 註釈書からの ヲ開が認められる。 Cf森[1 984 : 554 J 
5 水野[1997a : 190 J  
6 [陪50， ト2 J

陥出加1[即ωy司xuig伊hepaññãめamm柑世凶加ri1?
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前 〔世]の業有におけ る 、 愚痴が無明であ り 、 取 り 都ι (努力) (ãviih叫が諸行であ り

L欲求が渇愛であ り 、 取得が取であ り 、 意思が有である。 前 〔世〕 の業有におけ る これら玉

法が、 現世への結生の縁である。 現世におけ る 、 結生が識であ り 、 入胎が名色であ り 、 浄が

処であ り S、 接触が触であ り 、 感受が受である。 現世の生有における これら五法が、 前 〔世〕

に為 された業の縁よ り 〔生 じた果〕 である九現世で諸処は成熟する から10、 愚痴が無明であ

7伊\SA : 241 ，1 2-20 J 
刷hanã輔副也ãrã 'ti， 凶n kammam陥ron協sa似uim蹴凶yo. y 拍車， ‘dãnaJ11也ssãrru� 'ti C阻m叩耐etvã，
mおam 'pi， 組mvぉchar百n 'pi， dãn白戸畑賀白百salJen凶sal明沼町Jã punma印刷ãyo.開P袋持叫<ãnaqJ pana ha泌が
也除hÌIJ抑問柑向ayatoぽ加Jã bhavo 'ti 刊明白. ekãv �anesu vã cha釦javanesu何回ãã同hæ語sañkh踊n ãma
羽llamaJavane ce凶Jã bhavo. yã k ãci vã pana何回忌bhavo， 回11SaJlll:陥戸1世ããyühanã臼品小盈吉凶ma
ĥ a肋e VRl h ' ettha PTS. 

[干喝RJ
取り組み傍カ)が謝子であると は、 その業を 為す者の 前の 意思である 。例えば 「私は浦施を 与える であろ
う 」と い う よ う な 発心を して、 一月 で‘も 一年でも 諸々 の 施物を用 意している 者に生 じ た前の意思である 。さ
ら に、 〔柑包の例]受者た ちの 手に 施物を 置邑し 、た 者の 意
意識を 引き 起こす 作用 後 註3 珍9参照胸)を 持つ六つの 速行における 意思が 取り組み 傍力) てで、あ り弘、 諸行と 名
付け られる 。第 七速行 (後 註25 参照) における 意曹、が有である 。或し 、は さ らに、 な んであ れ意思は有であ り、

それに相応する 取り組み 傍カ) が諸行と 名付け られる 。
8 伊恒A : 241 ，36 -242，7 J  

開sãdo逼ya伽an ' ti yo 卵細叫hãvo， i伯尚y醐narp.jãti酬明ena由四CaDaJ11ka蜘.即日aω地h油1ipañcãy翻刷
刊蜘.“pabha四raJTII白rp，bhil仙ve，cl阻ll，凶ωkhoãgantuk由明凶I剖甘叩凶帥an"ti剖1a伽v泊gac阻m
adhiPJ油n， 'ti v a畑1蜘i也君pimanãy瑚1aSSav i凶kabh加踊，凶acakil四同I凶iy ãb凶.venapasann組問剥a.vacanena
manãy atanam pi VI血nti v editabb am 
[干献]

浄力測であると は、 およそ 清浄なる 相生方玉この 処である 。生を 含意するから 単数になってし 、る 。 これによ
って 限な とW五処流財れた。r r比正ら よ、 このJL.'ゆ軍している 。そ して、 そ れは実に外来の汚れによ
っ て 汚される ^Jc:v 、 う この 晦]では、 〔似土〕 有分心 (凶avaÌl伊d伽)を 意味 している BJと し 、 う 〔註
釈の 〕言葉か ら 、 こ こでも 意処は異脚コ状態であるから、 ま たそれ 情処) は煩悩に よ る 濁りがないので
清浄であるから、 「浄」と しづ言葉に よ っ て 意処も 説かれている と 知る べき である 。

浪花 ロ ∞8 : 5 93 Jに よ る と 、 色法の分類で、 浄色刷弱da-rüpa)に眼な どの 五根治酒己当されている 。
^ [ANI，V : IO，5-6 J 

pabh幽araml必mbhilω13VeCI伽m凶cakho 相ntuk出削除ilesehi 削除ili紺1an1J.
[李副

比丘ら よ 、 この心 は齢 、てしも。そ して、 それは 実に外来の所もに よ っ て 汚される と し 、 う 。
B [ANA: 6 O， 9J 

nav 訓e pabhassaran ti p伺似raJTl parisU(凶制Lcittanti b凶咽Jgacl伽111.
印刷

第九において輝いていると は、 白くI青争にである。 心と は、 有分心である。
9 伊凶:242，10 ーl姐

idhupapa組bha.v部mirpp山、ekatassa k剖四国鑓apaα:ayã1J伴lCCuppanne .vi凶kabhave aJmYãtiyaJ11 katassa kammぉsa
p誕幼yenapa.va阻曲attho.
[和訳]

現世の生有における前〔剖に為された業ι糠より性じた尉であると は、 異繋痛である 現在において、
過去の生で 為された業の縁によ っ て 〔これ ら の 五法が〕 転起する と し 、 う 意味である 。

10伊事A:24 υ4 -1 5 J
idba関同開M岨国語lyatanãnan 'ti paripa地ãy翻nassakammakarar凶<ãlemo陥dayo dassitã. 

[和訳J
現世で諸畑お実熱するからと は、 成熟した 処を持つ者が業を 為す際の愚痴な と 。である と 示された 。
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り 、 取 り 組み (努力) が諸行であ り 、 欲求が渇愛であ り 、 取得が取であ り 、 意思が有である。

現世の業有におけ る これら玉法が、 未来 〔世〕 への結生の縁であ る。 未来 〔世〕 への、 結生

が識であ り 、 入胎が名色であ り 、 浄が処であ り 、 欄虫が触であ り 、 感受が受であ る。 未来 〔世〕

の生有におけ る これら玉法が、 現世で為 された業の縁よ り 〔生 じた果〕 である。 以上の これ

ら 四つの略説において三時におけるこ十行相 に よ る三相続の縁起を知 り 、 見て、 認知 して、

通達する。 これは知 られた と し づ 意味では智であ り 、 了知 と し づ 意味では慧である。 それゆ

え、 「縁の杷握についての慧は法住智であるj と いわれるllo

こ の よ う に二十行相では、 「無明 ・ 諸行 ・ 渇愛 ・ 取 ・ 有」 の五支を業有O<amma-bhava) 、 「識 ・

名色 ・ 六処 ・ 触 ・ 受」の五支を生有 (叩ap制-bhava) と して、 「生 ・ 老死」を除いた十支分が取

り 上げ られている120 その う えで、

11 伊恒I ，IV : 52， 1 9-36. J 
P山台叫<amma凶av狙niql m oho a vijjã， �叫凶歯A叩財由吉，凶姐ltI町民叫苅伊JrUlIl3J11叩制釦æp，倒加ãb加、。; rrne 
伊丹ca dhammã pwimakamm剥lavasmirp i品a pa!isanめiyã pa 悶yäIめa oatisandl甘 viññãnam. 依岡lti 凶marû凶m
m語doãy山首1l，凶岨1ゆpha sso， veday蜘nvedanえm凶caぬammã i dhupa抑制bhav，創刊rppureka臨sa回nmassa
pa ccay ä i命a paripa比踊ãy翻歯lal]1 moho a vi .ü主 主同h飢ã^ 叫曲言，叫改組白岡凶， upa伊manarp l酬ãrnup， ∞凶
bhavo; ime p 品ca dhammã i dha kamma凶av制ntrpãy町11P却sandh柿戸悶yäãy泊m開加andhi噸踊æp，okkan白
耐四匂æp， p as刻oãy岨naJ1l，凶岨lOp出80， V抽戸町v曲凶;町:æpañcaめamrr頑ãy泊m明凶ibhavasmirp凶m
katassa kamm鑓sa�暗闇lyä ltI附切削細立h eJ克匂抑制dhe由泊yã 抽出回出m帥∞制mup凶也11J如ãtipass組
組踊 帥vijjhati. 阻目 白ãt哨lenañ初æp， �由j加加柑lena paññã; 旬la VU明白ー‘paα:aya問即he p組員五
小amm柑U儲初制\
^ã同hanã P\SA ã yuhanã P包.

12 浪花 ロ∞8 : 340J は、 「生 ・ 老死J支分が 含まれていないこ と に関 して、 二十行中目に 数を 合わせるた めに
省略したもの だと 述べている。 た だ、 註2 で示した よ う に、 Vism の 三輪厳双鴻隷E説において も 「生 ・ 老死J
支分 は省略されてお り、 何ら カザコ意図がある よ う に 思える。 郎Aでは、 十 二支縁起によ っ て こず併目を 瑚草

する 理由を 以下のよ う に 示している。
伊凶: 叫18-3幻
‘'katham戸na dv油油帥ωsamup凶制樹首rrne 治組拍量抑鼠h o噸ア， 'ti.‘a 吻畑地同点， 'ti ime dve 
蜘h則Iyo鎗均掛川äy asmãpana avidv言問1凶aIJ，問1凶1ω1刷ちIati，臨却制孟lapacωlyãbha vo，泊踊帥d巾
伊hi 凶岡崎蛸na一七ha泌'pi 伊hi岨'va h onti，仰叫押釦ne叫節勾剖曲四骨骨叫捌ana-phassa-vedanã sar匂蜘
刊tIã y町乱岡h内創孟llI-bhavã�忠則中開四hぬ司yosar百戸ωw甑凶ave阿M伊hite 凶sapul蜘凶ãgã凶nsarr脚"踊
vã sar制面伊幽'vah onti ，回向創ゐ勾油lIQenaca加nsam開Iyu踊，yãya vãm 曲o kammarp karoti， sã a vi .üã 伊hi 信、a

hoti. anã伊tejã且j踊mar初an'tidve 泊匂JerUI vl岨ni.jã白uar加盟司郁hlIQen'e va pana吋ññãnã血1戸畑加相即凶lãni
伊hi 伽， e va honti.岡町ye vahij判油田m胸→白町田dv刻a油i angehi 由組誌面伊踊h 叩tI.
[軍撤]
また、 「十 二に縁起支分によ っ て どのよ う にこれら 二十行相が拒握される の カも」と し 、 う 〔質問がある〕 で
あろ う 。 r無明・ 諸行 」と し 、 う 二つの 過去世の因は 〔十二支縁起では〕 それ 自体と して 説かれた。さ らに、
無智なる 者は 悩み 悩むもの は執取する。 その 「取」を縁と して 「有 Jがある。 それ ゆえ、 托握されたその
(無明・ 諸行) 二つに よ っ て、 「渇愛・ 取・ 有 Jも 必ず堤躍されるのである。 現在世の 「識・ 名色 ・ 六処・

触 ・ 受」は、 〔十二支縁起で 凶それ 自体と して 正に説かれた。現在世の因である 「渇愛・ 取・ 有 jは [十
二支縁起でも〕 それ 自体と して 伊械に説カれた。 r 渇愛・ 取・ 有 」は 現在世に 〔果を も た ら マ九〕 さ ら に、
「有 」を 出産する な ら ば、 それ (有) の 前〔世jの 伐材芯する〕 部分が、 或いはそれと相応する [諸行〕 が
「諮問である と 必ず守f噂される のである。 また、 「渇愛・ 取」の 拒握によ って、 それと相応する L明月〕

が、 跡 、は、 それ 俊明) ゆえに 愚かなになった 者が業を 為すと し 、 う よ う な。 そのよ う な 「無期」 が 必ず杷
握されるのである。 未来世の 「生 ・ 老死J と し 、 う 二つは 〔十二支縁起では〕それ 自体と して 説かれ むさ ら
に、 「生 ・ 老死J の 掴窪に よ って、 同 じ く「劃な どの 五つ の未知コ果が必す明曜される のである。 な ぜな
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過去世の業因 と しての業有

現定世の業果 と しての生有

現在世の業因 と しての業有

未来世の業果 と しての生有

と 分類 し、 二十支分を以っ て有情の輪廻が無限に続く 事を示 している13。 二十行相では、 諸行は

取 り 組み (努力) (ã同h anã) 、 識は結生(p組蜘めi) 、 名色は入胎 (0蜘lti) を指 してし も140

識 と 名色の関係における時間的な同異な どが説明 されてないので、 名色は五組若 し く は四無誇縁竃

を指 している と 考え られる。 ま た、 四つの略説 (ω卸鉛ilkhepa) は、 過去 ・ 現在の二因 と 現荘 ・ 未

来の二果を指 してお り 、 有情の輪廻が業 と 異熟の因果関係に よ って限 り な く 続いてい く 様を示 し

ている150 こ の よ う に、 二十行相の縁起説は特殊な縁闘献を している。

次に、 Vi sm.の縁起説は複数の論書の影響を受けてお り 16、 先述 したよ う に、 その縁起苅献は

Vibh .の影響を受けている と い う 170 Vis m.で怯、 諸行は 「福行 ・ 桝扇子 ・ 不樹子 ・ 身作 ・ 語行 ・ 心

行18J と して、 識は 「 六識19J と して、 名色は 「受 ・ 想 ・ 行」 の三組 と 四大種並びに四ブヴ翫市査色

却 と して解釈される。 ま た諸行は、 「無明 を縁 と して諸行あ り 」 の詳説では、 無明に よ っ て 「福 ・

ら、 これら (生有の 五支) には f生 ・老死Jが 〔含まれる〕 からである。 このよ う に、 十 三支によ っ て 二十
併目が瑚草されるのである。
郎Aに よ る と 、 十 二支を三世に 配分 した 際に、 過去世の業因である f無明・諸行jを 理解する こと に よ っ
て 現在世の業因である rt.騒・取・有 」を 瑚平でき 、 業有の 部分 治理問卒される。 未来世の業果である 「生 ・
老死Jを 珊卒する こと によ って、 現在I止の業 果である生有が 理解される と し 、 う 。 また、 二十 行相の 縁起説で

は、 生有の 五支に 「生 ・老死J が 含まれる と しづ。 こ のこ と から 二十 行相では 業有と 生有の 限りなし繰り
返しを 示す プ」めに、 「生 ・老砲を 都各してし 、る け酬でき る のではなし 、 だろ う れ

日ニオノ待相叫謀説は、 VismやV i凶A ( Vibhanga州hぬ耳iuï) におし 、て も 受け 継がれてしもと し 、 う 。 a浪花
[2 加8 ・ 34 1 J

14名和[2018 : 54 Jは、 名色の 角献を 註釈から 「名色が 依岡市の 醐乍主を 指す」と して 、 「名色が 閣制こ入
っていく 」と 解釈されている と 指摘する。

15 浪花 ロ ∞8 : 33 9一341 J は、 この 二十 行相 に よ る 縁蹴献に関 して、 苦溜，r:r;生 起消滅の 方法を 示すも のであ
っ た初期仏教の縁蹟見を、 業有(kamma-bhava) →「起有 J (l明p岨-bha 叫の 無限の 繰り返しを 示す縁起
説に した と 述べている。

16馬場 ロ ∞3 泊 : 24 ，n2J によ る と 、 Vism.の十二支縁起説は縁起苅献を V 杭から、 二十 四縁説を 『発趣制
(p.α!fhãna) から、 二十 行相を Pい.から、 それぞれ採用している と し づ。

17 C王馬場[2 ∞3a J、 ロ ∞3 bJ
18 [V ism xvn : 448，27 -28J 

阻仙a，p凶鼠料出筒neñj刷協加陥扇町o .kãva-vacï.<;j伽組成凶I言句v'o ti ime ぬaavi.ü祁叫符語銅吋品鼠
[草原則
ここで、 福・非福・不断子の 三、 身・語・心行の三 以上の これ ら 六 〔闘が 無明を縁と する諸行である。
下線部は、 円3版[V凶n : 526，33 -34J には見 られな 凡

19 r言動支分 の角献は、 六 識lこ加 えてパー リ 独自の 異騨哉と 定義されてお り、 それにつし 、て は本文で後述する。
却[Vism XVll : 477， 1 5 - 1 7 J 

n加国1白孟溜nma頃納町1叫小lll]1 namanaωvedar副ayo包lyO陥andhã. 1有溜1 ti 句焔rim泊五bhü白百ωtunna白 ω
m泊五bh!白血四引 叩記2卵I匂PlllJ1.
[和訳]
名と は所縁に 向かって 曲がるから 〔名である。 〕 受な どの 三正直である。 色と は四ブ寸重と 四ブ寸重所造色である。
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非福 ・ 不新子21J が生 じ る と 説かれてお り 、 諸行は業 と して解釈 されている。 つま り 、 「諸行 (業)

を縁 と して識 ・ 名色 (諸趨戸) あ り 」 と 角轍 される。 こ のよ う に Vis m慧地品の縁起説は、 Vibh.

の縁起支解釈を採用 し、 転生を業 と 異熟の関係で解釈 している。

2. P与趣論に説かれる輪廻説

pts 趣論は有情の輪廻転生を扱 っ てお り 、 三界の転生にいかな る因がある のかを説明 している

幻。 本章では簡命におし 、て輪廻が どの よ う に説かれているかを、 「欲界善越の智 と相応する場合」

を一例 と して取 り 上げる。

21  [Vism XV I I ・ 46 1 ，5 -27 J
e vamun間切削Vちatiyãpaαayesuayl抑制民

paαayohoti puñ踊nalJldu叫dh晶 'nel岨dh通 pa闘
pal明arp， pacchimãnalJl sä el姐dhã paa渇yoma箇乱

凶llIP凶蜘alJl d町idhã ti，加lIIll3J);中出沼y叩ω叩russay平氏ayena cä ti dvedh車問明o hoti.・-中略 ­
anekadhã pana paresan ti ap凶日制lisankt命治lU]1 anekadhã pa悶yo hoti. . . .中 略 " ' paαhim加問1 sä ekadhã 
paccayoma鍋tiãn尚め出m陥踊DlU]1l脚】JSSaYll!蹴ayen'eva北adh孟p叩Iyomatã. ・後略.

[ 和訳]
このよ う に、 これら二十四縁の中、 この 無明は

諸福C行〕に対して二種に、 また、他に対して多種に縁となり、
それ俊明月)は最後に対して一種￠精であると考えられる。

そ こ で、 務福〔行〕に対して二種と は、 所縁縁・ 親依縁と して 二種の縁と なる。 一中 略 ・・また、他に対して
多種にと は、 要件雇託子には多種の縁と なる。 中 略それ俊明月)は、最後に対してーベ種の縁であると考え
られるとは、 不樹子に は親依縁と しての みの 一種の縁である と 考えられる。 後日色。

2 馬場 [2 ∞3a : 20-2 1 Jは、 Vism の 「識・ 名色 」苅献が 無色有 ・ 無想有を含む 点 (Vism : 478， 24-25) か
ら 「諸行→諸劃と 定義づけてしも点が、 Vi凶 .の 「謝子→玉祉とする 角献と の相逸4主である と 指摘してい
る。 また、 「諸行」は 「過去の業によ る今世における結生の 条件」と 瑚卒されている こと から、 f f.諸斑j
は 「再白を含意してしもと いし\ f業→再出と し 、 う 関係が成立 しているのである。 Jと 述べている。
林寺 [1 998 : 1 35 - 1 36 Jは、 Vism.の 「名包の 角献を 『法集論』 ω伽棚田ngani) の 解釈と 比較して 論

じてし 、る。 『法集論』では、 名色の 名を 「受想行哉の非色四 議及び無為界J と 角平釈する。 対 して Vism.やVi凶 .
では、 「識→名色の 名を 「受想行の非色三議むと 解釈している と 指摘する。 その 理由と して、 「注釈h
は、 縁と縁生法を 混合しなし 、 で汚すた めで、ある と し 、い、 VibM は 二心開笠の 誤りに 陥ら なし 、よ う にするた
めである と し、う 。 」と 註釈を 挙'7背離してしも。 さ らに、 三輪車説では 「荷→名色の 識支は異持論転に属

する に も かか わら ず異繋織と 手県繋識がある 点に関 して、 無想有情を 想定してし 、るので非填蜘哉も 因 と な
る こ と を 説 いている点 (V ismXVlI : 47 9，34- 480，3) を 紹介している。
こ の よ う に、 Vism.の 「詩→名色の 鱗Rに関 しては 先行砂院で、も 問題と なっている。 本発表では、 これら
の 払噛にlま角材Lず、 pts.c:の 縁起支角献の 比較にと ど める。

23 [町V I : 72， ト7.]
伊hsam開創yã 簡明泊mpayutte katinarn h偏DlU]1 pa悶yã叩ll!雌i h oti?陥a町加叫必a蜘加lb溺m初加叫命ã1ãn抑
伊harß血m凶猛lãnlU]1 陥mãvaω血抑 d町如制1 簡明sampayutte katinarn h e正inarp paα沼yã 叩ヰ泡血h oti?
I古pãv，問点DlU]1 dev盈1lU]1 ka自国11 h e市larp pa∞ayã l伊阿佐i ho ti?掴ilpãvI叫担詣larp devãnarp katinlU]1 h e偏narp pa∞ayã 
upapa凶ho ti?
趣への 到達には、 智と相応 し てし 、る 者におし 、て、 い すサ的諸因の 縁から 転進がある れ王族の 資産家・ 鄭E

門の 資産家・ 居土の 資産家・ 欲界天〔と し 、 う 趣への 到劃には、 智と相応 して いる 者において、 いすYω諸
因の 縁から 転生がある か。 色界天〔と し 、 う 趣への 到達包には、 〔智と 相応 してし、る 者におして〕 し 、 す守的諸
国の 縁から 転注がある れ無色界天〔と し 、 う 趣への 到劃には、 〔智と 相応 している 者において〕 し吋視の
諸因の 縁から 転注がある れ
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趣への到達には、 智 と相応 している者において24、 しザ汎の八因の縁か ら転生が有るのれ

善業の速行者の手Ij那Qav an紘拙細川) に善の三因があ り 、 〔善の三因が〕 その健行の〕 剃那

に生 じた思に と っ ての倶生縁である。 それゆえ、 善根を縁と しても諸行あ り と言われる。 欣

求の手IJ那刷k組世剖laJ)a) に不善の二因があ り 、 〔不善の二因が〕 その欣求の〕 手IJ那に生

じた思に と っ ての倶生縁である。 それゆえ、 不善根を縁と して も諸行あ り と言われる。 結生

の手IJ那(paり蜘命制<h aJ)a) Iこ無記の三因があ り 、 〔無記の三因が〕 その 〔結生の〕 手IJ那に生

じた恩に と っ ての倶生縁であ る。 それゆえ、 名色を縁 と して識あ り と も 、 識を縁 と して名色

あ り と も言われ る2t

こ こ では、 善業の速行の手IJ那に 「善恨を縁と して諸行あ り j 、 欣求の素IJ那に 「不善根を縁と し

て諸行あ り j 、 結生の剃那に 「名色を縁と して識あ り 、 識を縁と して名色あ り 」 と し 、 う よ う に縁

起支を用いて転生が説明 されている。 「善根 ・ 不善根を縁と して諸行あ り 」は Vibh に確認 され、

無明の代わ り に善根 ・ 不善根を用いて十二支縁起を展開 しているへま た、 結生の手Ij那で取 り 上

げ られる 「名 色を縁と して識あ り 」 、 「識を縁と して名色あ り 」 は、 文脈から 「識J は結生識を、

「名勧は五誼 (四鮪鞠おを想定でき る。 換言寸れば、 五議→結生識→五離を想定でき る。 両

者の関係性は、 『大因縁経j] (DN，l5拍hãnidiina甜加nta) に代表 される九支縁起説の 「名色」 と

「劃 の関係性と類似 している280

目 伊恒A : 570， 12ー 14J
画通別組mp叩Jtte'白拍1ぉampa明IItaP<申皿d世剖laJ)e. KhaJ:Jo 'pi hi 白匂鉛ampa戸畑lyogena回' 町a voh 盈-erJaVl蜘'ti
v edi曲bo.
[手偏周

智と相応している者においてと は、 智と 相応 している 者の結 生の 剃那においてである。 な ぜな ら 、 手1]那も
また 智と 相応 している 者と 結 びついている から、 ま さ に 〔智と 相応 している 者と い う 〕その 言葉に よ っ て
説かれた と 知る べき である。

お 清水 口01 2 : 230-232. 333n. 1 1 、 1 2J によ る と 、 速行l土パー リ 独自 の，CA乍用の 一つであ り、 i富子が 恩業 と な
り果報を も た らすと し 、 う 。 速行は 七回郵完して 繰り返し 生起し、 その 回数に よ っ て 意志が 強 く なる。 第一速

行は 、現世において 果報を も た ら す1慎現法受業 と な る。 第 二速ィ子力道ら第 六速行までは、 未来に機会を 得た際
に 果報を も た ら すÎI[職次受業 と なる。 第 七速行は来世に果報を も た ら 寸1順次生受業 と なる。 また、 速行作用
を 為すと き の 恩(∞回亘)が 善悪業になる と しづ。

国 CPtS V I  : 72， 1 5-24J 
開畳間関泊yã 耐幽mpa卵胞陥凶百四m制四四抑h幅J1lU1l pa∞ayã 1府胆紺ho印刷坦l畑nmassajavanホ油田e
tayo h etü k凶alã ， taSmiJ11 khaJ:!e j扇おetanãya田畑J柏戸間lyã h ooti; 回1a VUiα沼tikl刷am副ヰ蹴cayã p í鈎品小盈jj_
叫can臥始時dve h e偏桃山alã， 岡町凶aJ)ej拍国anãya sahajã組問cayã honti; 回la VUi∞抑制刻抑叫apぉcayã pl 
鈎itkh函jj_戸車泊ndl世ddlane 也yo hetü aby辺倒ã， 岡nirp khaJ)e j加国anãya鈎hajãta戸臨ayã h on 民也na VlJ∞att 
nãmar台関戸α沼lyãp í羽節句制1羽節句ヰ泊∞ayã p í岨m而戸1]1.

27 [Vi 凶: 1 70，20 ー 1 73 ヱ2J では、 無明の 代わりに 善恨が用い られて 十二支縁起が 説かれる。 また、 [Vi凶: 1 切， 1
ゆ2，5J では、 無明叫'i;わりに不善恨が用い られて 十二支縁起が 吉見かれる。

盟 『大因縁経ωN，15 Mahãn以加-sutt.訓ta) �の 縁起説は、 十二支縁起の 「無明・諸行 ・ 六処」の三 支分を欠
いてお り、 「老死」よ り)1慎に 「識jま で至り、 その後 折り返して 「名色 Jから )1慎に 「老死」ま で至る 縁起説
である。 縁起支分の 常見では、 「措→名色 」・「名色寸劇支分 は以下の よ う に説かれる。

「識→名を'J [DNI5 : 63，2-5J 
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上記に対 してP恒Aでは以下の よ う に註釈 している。

善業の樹子の剃那に と は、 過去の生涯において、 こ の世で、 三因に よ る結生を生起 させ

る 〔善業〕 が、 ま た三因に よ る欲界の善業が、 速行路において繰 り 返 し生起する こ と に よ る

七回目 の速行の剃那において、 〔つま り 〕 転起の時に、 と い う 意味であ る0 ・ ・中略 ・ ・欣求の

剃那に と は、 自 ら に異熟を与え るべく 現前 した業について、 或いはおな じ く 現前 した業 と

しての期日について、 或いは趣相について、 生 じつつあ る諸々 のf意思〕 が 「欣求の剃那に

おいてJ であ る。 . . . 中略・ ・ ・結生の剃那に と は、 その 〔過去世の〕 業に よ って捉え られた結生

の剃那においてであ る。三因 と は、 無食な る無言己因 ・ 鱒員な る無言己因 ・ 無痴なる無記因であ

る。 その剃那において生じた恩に と っての と は、 異熟である無記の思に と ってので、あ る。

名色を縁と して識ありと は、 こ の場合、 その結生の利那に三異熟因 と 残 り の心所が名 であ

り 、 心(識) の 〔拠 り 所と な る〕 対象 的制ayava仙u) 29が色であ る。その名色を縁と しても 、

結生識が生 じ る。 識を縁と して名色ありと は、 こ の場合に も名 は既に説かれた種類と 同様

である。 しか し、 色はこ の場合に、 有国なる人間の結生を意味 している か ら 、 胎児たちには

基十 〔法〕 ・ 身十 〔法〕 ・ 性十 〔法〕 と し 、 う ちょ う ど三十 〔法〕 の色がある。 湿生と化生な

る拠の〕円満なる者には、 〔三十の色に加えて〕 眼十 〔法〕 ・ 耳十 〔法〕 ・ 鼻十 〔法〕

舌十 〔法〕 と い う ちょ う ど七十の色がある。こ の説かれた種類の名色が結生の手IJ那に結生識

を縁 と して生 じ る3t

viññfu:larpva hi ゐllIlIdam加知∞凶]1naokkamis鈎出a，api n u陥onãma-而pal]1m訟uku∞hismir]1鎗mucchissath剥ワ
「アーナンダよ、 Z船主制台に 入ら なか った と する な ら ば、 はた して 名色は、 制台の中 で、育つ で、し ょう か。 」

(片山2 ∞4: 155) 
「名色→言動 [DNI5 : 63，20-23 J 

羽節句aI]1 va hi Ananda凶ma-而pe帥ゆ創1 凶l剥四lha，api n u  kho ãy 副 J刷踊-Il1lIl'lIl)a-<l怯陥矧mudaya­
sambhavo pañ館yethãti?

「アーナンダよ、 識が 名色において 根拠を得る こ と が 無か った と する な ら ば、 はた して 未来に 生・老死と
い う 苦ifJ;集ま りの発生は知られるで し ょう れJ (片山2 ∞4 : 156) 
明言はされて し 、なしが、 「名色を 五五車、 「識iを 結生識と 角献してし 、る。 こ の よ う に、 P包趣論に説カれ
る 縁起説と 類似した 解釈である と い える。
九支縁起の影響を 受けた 論書と して、 説一切有苦H法緬足利、 出制酬云と される 『訴l悌阿昆量制、
南伝上座部Vibh が 従来よ り指摘されている。 これらの ヨ命書は、 縁起苅献に 『大因縁組を引用する点
や、 縁起刻献から 『大因縁経』の 影響を 受けている と 指摘されている。 α林寺白∞4J しかし、 これら
の 論書における 転注の 支分は 「諸行一軸と な ってお り、 p!s趣論と l胡献が異な ってしも。 た だ、 上記の
ヨ命書は初瑚論書における 輪廻観を 研究する う えで 非常に有益であ り、 関 連性な どは今後の 蜘標題と す
る。

3水野[出4b: 163J に よ る と 、 r，c;基」 刷ayav;柚u) はパー リ 独自の色 Wコ一つ でーあ り、 眼識な どの B哉
が眼根な どを 所依とする よ う に、 意界・意識界が所依と する ものが 「心基lである と し 、 う 。 無色界には色が
相主しなし 、ので、 「心基」も 相主しなし 、 と し 、 う 。

浪花 白鵬: 5 93J に よ る と 、 色の 分類の中で命根 Gïva-indriya) 、 団食帥ali批加品加)な ど と 並んで心
基白狐aya-而pa)が 挙げられて いる。 こ の よ う に、 転生に関 わる よ う な特殊な色法と な っている。

却[P\sA: 57 1，4-38J 
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註釈を踏ま えて趣論の内容をま と め る と 、

善業の速行の手IJ那は、 過去世における行為 (業) であ り 、 速行路において現世 ・ 来世以降に

果報 を も たらす (取果) 行相 を指 している。

欣求の軍Ij那には、 自 らに異熟を与え る べ く (与果) 王尉もた業相 (kammanimitta) ・ 趣相

匂伽uru出) が説カれてし 、る。 こ の二相は、 臨終の際に現れる業であ り 、 臨終 しつつある者

の最後の認識対象になる と し 、 う 310

結生の剃那は、 過去世の業の果報として現在世に生じた剃那を指している。

こ の よ う にP恒Aに よ る と 、 輪廻に関わる手IJ那では、 あらゆる心{乍用 や業の因果関係に よ っ て

輪廻が成立 している こ と が示 さ れている。

次に、 結生の剃那に説カれ る 「名色」 と 「劃 の関係、についてPtSAをま と める と 以下の よ う

になる。

識は結生識 と 解釈されている。

名色を縁 と して生 じ る結信哉は、 名 が三異熟因 と 残 り の心所であ り 、 色は心 (識) の拠 り

所と なる対象 (h adayav謝m) と され色法 を指 している。

結生識を縁と して生 じ る名色は、 名が三異熟因 と残 り の心所であ り 、 色が基 ・ 身 ・ 性 ・ 眼 ・

耳 ・ 鼻 ・ 舌の各十法 と さ れている。

両者における 「名Jの解釈は 「三異熟因 と 残 り の心所」 と され、 三異熟因に関 しては、 無貧 ・

無膿 ・ 無腕の異熟因 と思われるが、 その指す内容は明瞭で与はない。 しかし、 名 が心所法を指す と

説かれている こ と から、 こ こ での名 は五離の受想行な どの心所を指 している と 考えられる。

「色」の解釈について 「名色を縁 と して結生識あ り j の際には、 「色」 は心 ・ 識の所依 と なる

認識対象の色を指 している。 色が色法 と して解釈され、 名 は心所であ る こ と から、 名色が五議と

kusalal姐rnm錨a javanakkha早e'ti afita j ãtiy â i 小a出etul叩却錨1小品如水路sa tihell畑ー同mâvaωm却sa凶<ammassa
伺 javanavï出iy 抑p tmap問削upp拙V蹴m訓aviinn1l j av却水khaJ)e， pav醐m陥le 'ti雌旧. 中 略

凶kan幽hal}e 'ti蜘lOVI凶aun dãturn paω問ゆi凶姐nme vâ 凶】â pa∞upa酬凶GU11JT1ena kammanimi tte  vâ， 
伊加lI1U担evえ叩'pajjan由歯llUll ru同1出陥ane....中略paφandl温生hal}e'ti ten且凶nmena割litapa1:is卸小ikkhaJ)e.
白lyO he緬 'ti a1obho aby紘翻hぬI，ajωoab戸M凶1巴札制ぬo abyâl剖ahetu凶m町khal}e j柏田tan骨量'白
羽凶陥byâl叫蹴倒lâyanãmar官papa悶yãvï踊拘aD'tie由回nirp pa1is加小出句。e阻lyO吋凶叫etü盟団関匂S岨ca

煽ll1lII]1， h，由lyaV創出u向aJTl，凶0凶mar古papa畑yato 'pi開tisandhivifíJ耐削pa四蜘vi揃勾apaωyã
nãmar唖pan 'ti e仙â pi 凶I11lIf]1刊陶p凶<âram 町a， 而parp p ana i dha sahe似kamanus組問tisandhiyâ adt明完凶tã
伊bbha町y法ãnarp v;柑1uぬ錨陥I]1， k骨材結法制1， bhâv油舘岡l'tisam組J11Sa而凶ni; sarp副ajãnarp opa剛伽品ω
p anp町ll)ây山泊四下回kkhu白銅陥I]1，SO凶温法制1， gh加必ぉ法制五 j i叶副ぉ誌añ cã 'ti sam制御白而凶百凶n
vuttap凶dlrarn凶maruparp帥錨1命制品加epa恒andhiv耐均車問lyâpav組成i

31林[2003J は、 パー リ 聖典における 「臨終業 むの用例をま と め、 パー リ 聖典と 註釈文献における用例都搬
して しも。 臨終業に関 して、 「臨終業によ る 生天を 単なる 神秘表現ではな く 、 謂哉の 思噛と して 教理的に 説
明する 態度 が 註釈文献には 窺える。 つま り、 過去に 行った業、 そ併子為の 射蜘な 事物である 耕目伽lma­
nimitta) 、 或いは来世を 射殺する 事物である 樹日制叩叩l包) が、 死ぬと き に 現れ、 認読経路に 入って 最後
の認議候j象になる。 jと 述べている。
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して解釈 されている。 つま り 、 過去世の耳舵縁と して現荘世の結生識が生 じ る と し 、 う こ と であ

る。

次に、 「結生識を縁 と して名色あ り 」 の際には、 「色j は基 ・ 身 ・ 性 ・ 眼 ・ 耳 ・ 鼻 ・ 舌の各十

法 と 註釈 されている。 浪花 白∞8 : 154一 156J に よ る と 、 こ れ ら の色の分類は色衆 (雨戸ー凶めa)

と し \1t .，:32、 個々 の栴主を成立 させる構成要素を指す と し づ 。 こ の こ と から 、 色は身体の構成要素

を指 している ので、 こ こ でも名色は五離を指 している と いえる。 つま り 、 結生識を縁と して現庖

世の五離が生 じ る こ と が説かれている。 こ の よ う に、 「名色j と 「劃 の関係性は、 過去世の五

殖を縁と して現在世の結畳蜘1生 じ、 現t:E世の結生識を縁と して現在世の玉趨 ・ 四無識離が生 じ

る こ と を指 している。

本章では、 町S.趣諭こ説かれる輪廻説に関 して註釈を参考に考察 した。 P恒趣論では、 転生に関

わる利那を取 り 上げてお り 、 註釈ではその草IJ那に どの よ う な作用があっ て転生が成立する かが説

明 されている。 さ ら に、 結生の手IJ那で取 り 上げ られてし 叱 「名色」 と 「劃 の関係は、 九支縁起

説に説かれる よ う な関係性で転生が説かれてし 、る。 さ ら に、 註釈に よれば、 過去世の玉殖を縁 と

して現在世の結生識が生 じ、 現庄世の結生識を縁と して現荘世の五趨 ・ 四無諾除草が生 じる と 解釈

されている。

第 l 章で考察 した pts.の二十行相の縁起説は、 業有 と 生有の繰 り 返 しによ る有情の限 り ない輪

廻を示 してし 、た。 I劃 を結生識 と 解 し、 五績が転生 していく と し 、 う 観長では同ーの輪顧見 と し 、

え る が、 pts 樹命では九支縁起を想定でき る縁起説を基に してし 、たため、 二十行相の縁起説を輪

廻説にあてはめた と は言い難し L こ の よ う に、 防 の輪廻説では業の異熟 と して結生識を説 く こ

と で五趨の転生を説いている。

3 .  Vism.慧地品に説かれる輪廻説

第 2 章では、 pts 趣論が輪廻をテーマ と し、 結生の剃那に 「名色」 と 「言動 支分の関係で五惑

の転生を示 している こ と を指摘 した。 Vis m.欝血品では、 同様の文脈が十二支調曜の 「諸行」 と

「識j 支分で説カれる。

は じめに Vism 欝位品の 「諸行を縁 と して識あ り 」におけ る識支分の解釈を示す。

E 浪花 ロ ∞8 : 1 54ー 1 56J に よ る と 、 色衆 加lXIkal硲a) と は、 個々 の荊笠を成立させる構成要素を指す。 中で
も、 前主を成立させる最小の構成要素を 「不慨IJ色 (avini凶噌-rüpa) J と し 、い、 地 ・ 水 ・ 火 ・ 風の四オ曜と
色 (vru:u;ta) ・ 香 ・ 味 ・ 養分 (oja) の八種が基本と なっている。 そ して、 眼 ・ 耳な どのそれぞれに対応 して
項目 が増 える。 例えば、 眼十法であれば、 基本と なる八種に眼 と命根を加 えた ものを指す。 本文で挙げた七
種の十法は、 業生の色深 と 分類されている。 また、 「不簡別釦 は、 有部の 「八事倶生色 と 同様の考 え方
と されるが、 相違点 と して構成要素の中の養分 (oja) が八事倶生説明ま触 と なっている点が挙げられる。
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「行を縁と して識あ り J と い う 句において、 識 と は眼識な どの六種である。 その中、 善の

異熟 と不善の異熟を有する二種の眼識があ る。 耳 ・ 鼻 ・ 舌 ・ 身識も 同様である。 意識は、 善

不善異熟の二意界、 三無因意識界、 八有国欲界異熟心、 五色界 〔異熟心〕 、 四無色界 〔異熟

心〕 、 以上の二十二種がある。 以上、 これら六識よ り 、 乃至全三十二の世間異賄蜘3構成さ

れた。 しかし、 出世間 〔劃 は、 輪廻説 と 結合 されないので採用 されなし 由。

こ の よ う に諸行を縁と して生 じ る識は、 眼識な どの六識 と 説かれ、 意識が詳細に分類される。

五識は、 善不善の異熟 ( 10) が説かれる。 意識は、 善不善の異熟意界 ω ・ 三無因異熟欝哉界

。) ・ 八有国欲界異熟心 (8) ・ 五色界異熟心 (5) ・ 四無色界異熟心 (4) が説かれる。 第 l 章

で検討 した縁起説で、 諸行は業を指 していた こ と から、 これらの三十二異賄齢世、 業の異熟 と

して生 じ る識である こ と が示 さ れている。 こ の こ と から、 慧地品では行 (業) に よ っ て三界へ と

生 じ る異繋識が定められている こ と になる。 ま た、 出世間識が採用 されない理由 と しては、 八輩

の者は生死の回数が限定されてお り 、 輪廻の苦 しみを超越 しているからであろ う 。

次に、 pts. 趣論の輪廻説 と類似する記述の一例 と して 「欲界善趣において悪業を為 した者の転

生J の在 り 方を取 り 上げる。

まず、 欲界の善趣に生存 している悪業を有する 人 (p噌gala) には、 「これらの 〔悪劃

が、 その と き に、 彼に依存する。 35J な ど と し 、 う 言葉から、 死の床に横たわる者には、 積ま

れたそのま ま の悪業、 或し 、は業相が意門判こ現れる。 その 〔期日〕 を捉えて生 じた、 彼所縁

で終結する 速行路 Gavanavïi血i) の直後に、 有分の対象を所縁 と して死心が生 じ る37。 その

〔死心〕 が滅 した時に、 ま さ にその現れた業、 或し 、は期目を捉えて、 断絶 してし 、なし 煩悩の

力 に よ っ て向わされた悪趣に属する結生心が生 じ る。 これが、 過去を所縁と した死 〔心〕 の

直後に 〔転起する〕 過去を所縁とする結生であ る380

)) [Vism XVll 鮒辺-30.]
四陥加降伺lyã 叶節ãn叩ade， 岨泊四1 ti 叫必lU岨耐記i chabbidham 匂伽 叫必1u'叫陶arp， kusalavipäkar]1 
紘ωalavi凶kan ti duviめarp hoti ; 凶Jã so回ゆ加すivhã-同la咽踊曲1i. mano帰筒胆]1， 如組凶ω羽lavi凶kã dve 
manodl喝tuyo， tisso ahぬ此加盟百V拙勾油画uyo， 柑Ja 銅h叫伽 陥mäv;証溜司吋同k配1回m 開nα 而F煽V制加， α踊n
a古pãv，問主lI ti 岡市泊v出削 hoti. iti imehi ch油i v泊胸出 甜蜘 pi b副m錨 lok:iyavi凶kaviññãnãni 四回1itãni
honti. loI叫旧制 問羽 田似陥師ya naYUll加ñti na 伊l1itãni.

M 三十二異繋識は、 パー リ 独自 の八十九'L'織の一部である。 八十九JL'識に関 しては、 水野[1964bJ を参照さ
れたし L また、 諸行と 異索織の関係性は Vism : [4剛一467， 16.] に詳説される。

35 恥仏1 IIl，129Bãk停制d印刷ttam. [164，37-38.] 
あ 水野[1964b : 852J によ る と 、 意門は顕現肋Lイ乍用の中で、 意識を通 じて行 う認識 ・ 思惟 ・ 作業を指す。
37 水野[1964b : 945J によ る と 、 有分と あ心は同 じ所縁を持つ と し 、 う 。
潟 [Vism XVll : 468，6一15J

k盈nãv砥溜おU伊且y町 tãva 1hi匂ssa 凶伊陥mmino pu袋界l踊a， 祖甘 '回 匂釦1iI]1 samaye olam凶1ft" 白 制JV託制的
mar羽amañ∞ m問nnassa y必咋肱I帥 同開kamrnaqJ vã kammanimittaI]1 vã manodvãre ã耐Jam ã伊氏hati. tarp 
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こ こ で説かれた速行 ・ 彼所縁 ・ 死心はパー リ 独 自 の心作用39であ り 、 八十九'L識に伴っ て作用

する と いわれる。 こ こ での記述をま と める と 以下の よ う になる。

欲界の善趣において悪業を為 した者は、 積まれた悪業 ・ 期目を死の直前に諸哉する。

悪業訪日を認識 し、 それに よ っ て速行心が作用 し、 その直後に死心が生 じ る。

その死心が滅 した時に、 意門に現れた悪業相を捉えて、 悪趣に属する結生心が生 じ る と し 、

つ 。

こ こ では、 死の直前に耕目を認識する こ と で、 それに よ っ て異熟を も た らす業が生 じ る と し 、 う 。

さ ら に、 その業を認識する こ と で次の生への結生心が生 じ る と 説かれている。 こ こ では、 死心→

結生 と し づ 順で結生心が説かれている 点や他の心作用が説かれている 点から、 結生心は結生作用

を指 している と 考え られる。 つま り 、 過去世の業に よ っ て、 六識が異賄哉と して生 じ、 業を認識

する こ と で結生作用 に よ っ て現在世に生 じ る と し 、 う こ と になる。

こ の よ う に、 Vis m慧地品で、は 「諸行」 と 「動 支分におし 、て、 パー リ 独 自 の'L作用 を も っ て輪

廻説を説く 。 Vis m と P恒.両者の類似点 と して、 -L"1乍用が用い られる記述が挙げ られ、 PtsA では

さ ら に Vism. と の類似点が増える。 その点に関 しては、 PtsA が Vis m.の影響を受 けてお り 、 それ

に従っ た可能性が考え られる。 しかし、 「名色」 と 「劃 の関係で転生を説く 記主は P包 趣論 自

体に説かれる ので、 転生を説明 してし も支分に晶 、がある と し 、える。 こ の相違点は、 V闘が 「劃

の縁を 「諸行」と してし 、る点から生 じ、 それに よ っ て 「識J 支分を異熟識と解釈 している のであ

る。 それに付随 して、 結生を担 う も のが結生識ではな く 、 結生作用 と い う 'L'l乍用 と なっている。

4 .  V鼠m.慧地品に説かれる無我輪廻の構造

第 3 章では、 Vis m慧地品における 陪趣論 と類似 した記主を取 り 上げ、 Vis m.器世品では業 と

異熟識と し 、 う 関係、で窄注が説かれている事を指摘 した。 Vis m慧地品の 「諸行を縁 と して識あ り 」

の総説では、 第 3 章で考察 した転生の行相が、 ，目指命な どを用いずよ り 具体的に説かれる。 そ こ

量百bbha 叫増加nãya ta必羽刊瑚明伊riy.俗語lãyaJavanavli出iyã anan国首11 bhavar明 : ayarp 面溜TImaI)aJ]1 katvã ωtici1tar]1 
叩附油. 岡町 niru必he tad eva ã同m伊脚 kammarp v五 回nmanimi1tar]1 vã 扇百b凶a
anup<凶1inna凶岱abaIa刊laJTliωp ωg伊6阿iy匂anllaJ]1 阿草錨ldhici阻11 up問jati. ay町 afi"白酒T1Il1lII)ãya cutIyã 
anan凶宮 afii由加1II1lID亘問符a油U.

39 水野 [1%4b : 847-874J 、 清水 ロ012 : 320-322J 
任満生 胸間出) 僅清分 (bhavanga) ③号 |転 (ãv.初制) ④見 (伽ssana) 信澗 (鈎V制) @実 駒y四) ⑦
筈 国y畑) 制虫 句husana) @瀬受 同m帥∞岡田) 伽佐度 (四伽)lI) (Û瀧定 (vo油apana) ⑫速行 抑制)
@紋所縁 (医泊加1II1lIDa) @庇 (ωti) が十四心作用である。
これら十四心作用の中で、 迂満生笹清分@渉らむの三種iが鞠主意識の{動き を指 し、 それ以外は顕現的な心作
用 を指す。 特に但清うまは、 過去世の業の異熟心と され、 q満生@庇{;、を除く 無意識伏態におし 、て働いてい
る。 また、 人間が生ro輪廻を続けている聞は、 滅尽定相時、定を除いて常に こ の十四心が相続される。
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で本章では、 その総説を取 り 上げ、 どの よ う に して無我輪廻を成立させる のかを考察 してし て 。

慧地品の輪廻転生に関する総説は以下の よ う に説かれる。

こ の よ う に、 こ の既に縁を得た存在のみが異なる生存に至る。

その 印象を有する〕 者が、 そ こ (過去) よ り 移動する こ と はない し、 因な しにそ こ 噛

去) から 〔生 じる〕 のではなし 、

実に、 こ の よ う に、 既に縁を得た色 ・ 非色なる存在のみが生 じつつ、 異な る生存に至る

と 言われる。 有情が 〔至る〕 のではな川 命が 〔至る〕 のではなし L ま たそれが過去の生存

か ら こ こ (現在) '^'移動する こ と はない し、 ま た因な しにそ こ G晶去) から こ こ (現在) へ

現れる わけでも ない。 こ の こ と は、 共通謂哉で、ある人の死没 と 結生の順序に よ っ て明瞭に

なるだろ う 。 実に、 過去の生存において、 自 然に或いは治療に よ っ て死に到達 した者は、 全

ての肢体の関節のつな ぎ 目 を切断する と し 、 う 耐えがたい 瀕死の割高を も た らす諸々 の剣が

振 り 下ろ される こ と に耐え られず、 〔ま る で〕 灼熱に投げ捨て られたターラ の青葉の よ う

に、 順番に身体が乾燥 していき 、 眼な どの諸根が滅 し、 心 (識) の 〔拠 り 所 と なる〕 対象の

みが留ま った身根 ・ 意根 ・ 命根がある時に、 その剃那に残っ た心 (識) の 〔拠 り 所 と な る〕

対象を依処と した識が、 「重 (g削) J ・ 「修習 (拙nãsevi匂) J ・ 「近 (ãs組na) J ・ 「宿

作 (pubb出ta) J の う ちのし 、骨川河の行 と 称される残 り の縁に よ っ て捉え られた業伊、 或

いはそれ (業) に よ っ て現れた掛目 ・ 趣相 と 称される境を捉えて生 じ る。 こ の よ う に、 生起

しつつあるその 〔識〕 を、 渇愛 と 無明が未断であ る か ら 、 無明 に よ っ て過失が覆われている

その境に渇愛が向わ され、 共に生 じた諸行が 〔識を境lこ〕 投げる。 その 〔識〕 は、 相続と し

て渇愛に よ っ て向かわ さ れ、 諸行に よ っ て投げ られ、 此岸の樹に縛 られた縄に懸かつ て水

路を超えてい く よ う に、 前の依 り 処を捨て、 業に よ っ て生 じた後の依 り 処を味わいなが ら、

或いは味あわずに、 所縁な と。の縁に よ って同様に生起する と し づ 。

拍 [Vism 沼X : ωl刀 25.]
叩aram pl 叫ubbidh3l]1 kamm3l]1: y3I]1伊m陥1]1， 戸f!1 bahu同五 yad おannaI]1， ka伊1tãvãpana陥nunanll. 組紺13kusal3l]1， 
vãhoωaku舗131]1vã伊m陥伊ruk四 y訓 伊ruk3I]1 mお喝陥絹di kammam vã rr叫1agg細胞mm3I]1vã， 凶引aPa!hamarrI 
vi開悶ll. 帥孟凶1叫且凶hulesupi Y3I]1 bah叫町 hoti sus百Y3I]1vãduss百戸mvã， tad eva pa(hamam vipa悶白 yad加111131]1
rrãma mar賀Iakãle anu四n凶<lIlTl mam; y'町 hi 加nnam館司10 加凶抑制m 鈎比oti， 位n'; eva l明瑚泊 etehi 開m 副
m凶抑 punapp四国 凶d福箆vanarn ka担凶vãpana kamm3I]1 凶lTl3 hoti; 低泊m ぬhãve 加n patisandhif!l ãka柑mti

訳 清水 [2017 : 334J 
さ ら に、 重 ゆ山) ・ 多 (凶刷 ・ 近 (組問j ・ 己作 例狐ã) の四種の業がある。 (1 )その中で、 善あ
るいは不善があろ う と も 、 重 と 非重の中では、 母殺 しな どの業、 ある いは上位に属する業 (m油agg低温也刊113)
と し りた重 閣 が第一に異熟する。 (2)同欄こ、 多 と近の中では、 劃1主であれ感性であれ多 喋〕 が第ーに
異熟する。 (3ほ 喋立 と は、 用寺に筋合、された業である。 実に用寺に也 、 ものが協合する こ と の出来た と こ
ろのそれ (舟 に よ って、 彼は生まれる。 (4) しかし、 これら三つを同断もて再三再四得 られた習行が巳作 b似泊〉
業と 附設工る。 これら、 直業 ・ 多業 ・ 近業の三つ〕 市河拘主 しないな ら ば、 それ (巳作業) は結生を引 く 。

C(浪花 ロω4 : 325，nl J 宿作業 (pubbakata) は巳作業 依瑚1tãvã問叫姐nma、 陥伊煽-kamIll3) と も附設しる。
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ま た こ こ で、 前に死没するから死没である。 後に次の生存な どに結生するから結生 と 言わ

れる。 これは前の生存から こ こ 明w へ来る のではない し、 こ こ (過去) から業 ・ 行に向

け られた境な どの固な く して、 現れる こ と はない と 知 られるべき であるへ

V色m.慧地品に説かれる輪廻説は、 以下の よ う にま と め られる。

縁を得た色 ・ 非色な る柄主のみが次の生存に至る。

転生は、 有情 (回出) 、 命 Gïv心 が過去世か ら王尉主世に至る のではな川

固な く して現在世に生 じ る こ と はない。

人は臨終に際 して、 身根 ・ 意根 ・ 命根を残 した識が、 「重 (garu) J ・ 「修習 (拙n証明) J ・

「近 (äsanna) J 「宿作 (pubb制a) J のし 、ずれかの業 ・ 掛目 ・ 樹目 を謂献す象 (掛 と

して生 じ る (根 ・ 境 ・ 識三朝日合) 。

そ こ で生 じた過去世の識は、 無明 と 渇愛に よ る諸行に よ っ て前の依処か ら投げ出 される。 そ

して王助主世の識は、 業lこ よ っ て生 じた後の依処を認識対象 と して生 じる。

縁を得た色 と 非色なる存在と は、 無色有情や無想、有情を指す と 考え られ、 五菰のみな らず四無

色車の者な どの転生も含んでし 、る42。 ま た、 転生の主体を有情 ・ 命が相続する こ と 、 無因に よ る

生起を否定 している。 つま り 、 車姓の縁を持つ五趨 (諸謹) が転生 してい く こ と になる。 また、

転生の行相が示 されてお り 、 「重 也制) J 「修習 (鈎ffiãse羽凶) J 「近 (ãsanna) J 「宿

作 (pubb紘翻) J の四つの業が挙げ られてし も。 これらの業は、 寸納な業よ り も影響力が大き

く 、 優先的に異熟を起 こすと されている。 さ ら に、 死の間際に異熟を も た らす業 ・ 掛目 ・ 樹目が

現れ、 それを認議制象 と して識が生 じ る と し づ 。 即ち、 こ こ での説明で も識lお哉体 と しての識で

はな く 、 六識な どの認識主体を指 している。

4 1  .2 
m i ti  dhammamat臼m e'包lp bhavantaram upe ti， 

姐叫曲目ti na taω hetum 吋nã ho乱
namattalp 叩開iliamãnarp bhava目飽ram u戸Ô(J 刊悶白， na鈎tto， naJÏvo，

nkan ti 謝礼 n盃'pl taω hetulp vin置 idl田 凶知bhãvo. 町地m 凶陥伊na
s加Ja. añtabhavasmim hi 泊m田na 叩ホ陥mena vã 

ikave:加las岨歯naJ)1 組問H同泊m 俗油an包ssa，
kamena upa釦掛m盈le 鈍汀陀， niruddhesu ωkkhãdisu indriyesu， hadayava他国natte

凶1泊m 羽目白匂却下 伊ru­
kammarp， 包dl和小量pl凶11 vã 

VJSa戸l]1 ãraIlbha pavattaO. 凶 ev抑 関川町歯1al]1 包材Jãvijjãn抑 aWaI曲国焔
泊SITlll]1VI鈎'ye凶幅nam凶， sahaj抽団刈小ãrtikhipanti 匂m 鈍n帥V湖、ataJ)hãya namIyamãnarp， 

viya， p山首凶ωnissayal]1jah札
vã 盈百四n賞品温世 y町a 戸ぉcayehi

C凶， 降chimal]1bhavan凶泌J-陣錨叫歯凶opa!isandl百tiVll∞泊 凶曲m吻，jpurimabhavã 
gaIlIl]1， napl raro KlIllUl1a-凶伯a-nati-vi町制iheturp 叶nã 凶飢bh耐l b vl叫凶加礼
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こ の よ う に、 玉殖の転生の中でも認識主体 と な る識が転生を担っ てお り 、 過去世に業を謂哉 し

て生 じた識と 現在世に結生する識が同一である と し 、 う よ う に説かれている。 しかし、 こ の よ う な

解釈は、 初期Pム教以来の無我思担、に反する。 Vism 慧地品では、 上記の引用に勝 、て、 相続の主体

について以下の よ う に言船主 している。

また、 こ こ で山彦な どが例え と してあるだろ う 。

相続が連結 してい く から、 同一でも別異でもない。

ま た こ こ で、 こ の識が前の生存か ら こ こ に来る のではな く 、 過去の生存に所属する諸国に

よ っ て生 じ る ので、あれば、 山彦 ・ 灯火 ・ 印章 ・ 鏡像な どの種類の存在が例え と してあるだろ

う 43。 なぜな ら、 例えば、 山彦 ・ 灯火 ・ 印章 ・ 鏡像は、 声な どの因があ り 、 〔その因が〕 他

所に行かな く て も 〔山彦な どは〕 あ る よ う に、 こ の よ う にこ の心も ま さ にそ う である。 ま

た、 相続が連結 してい く から、 同一でも別異でもない。 なぜな ら 、 も し相続の漸吉がある

と き に、 完全に同一であ る な らば、 乳よ り 酪が生 じる事は決 してない。 さ ら にま た、 完全に

別異である な ら ば、 酪が乳を所有する と い う こ と も決 してない。 これが因 に よ っ て生起す

るすべてのも のにおける道理である。 また、 こ の よ う であ る な ら ば、 すべての世間の名称は

除かれた も の と な る だろ う 。 しかし、 それは好ま し く ない。 それゆえ、 こ こ では完全に同

一、 或いは別異であ る と してはいけないへ

こ こ では、 指主 した同ーの識が車長生を担 う のかと い う R暗に対 して、 山彦押しの例え を挙げて

相続を説明 している。 山彦な どの例えは、 その場に実体はな く と も因がある こ と に よ っ て柄生す

る も のが挙げ られてお り 、 過去世の識 と 現在世の識 と の関係も 同様である と 説いている。 つま り 、

識が過去世か ら現在世に移動する のではな く 、 業因に よ っ て識が現在世に生 じる こ と を説いてい

る。 相続主体に関 して も 、 相続の同ー と 別異を乳 と 酪の関係を例え と している。 相続が同一であ

れば乳 と 酪は異な る ものなので成立せず、 男IJ異であれば国が乳を有する こ と はない と し づ 。 相続

において も 同様で、 過去世の諸溢と 現在世の諸麹は同一でも別異でもないこ と が比日食に よ っ て示

43 青醐著 『因縁，同制 に も 情憾の出余が用 し 、 られる が、 本発表でl土周航ず今後の検討課題 と したし L
判 [Vism xvn : 473，22-34.] 

s恥叩 副翻副知' et伽 仰向h価副<ã， atha
姐且伽伽n仙胸 n' a耐 蜘t量 目通例 目細am.

et也a c' 由瑚 羽節加ぉsa purim剥llIV蜘 i命a an相mane 必labhav待問y尋朋nah剖hi ca up耐.e pa匂b脚ー伊dïl伊
m叫da-問。bim凶p同偏dhammã 副a輔副i sが叩 yathãhi 帥gho時間宣陪m叫昼.ctJãyãsadd叫蝋ãhonti，
組員組百 a伊ntvã hon丘 町却下 町a idarp ci蜘11. e凶llI ca 回nt轟nabandbato n' a.他i eka筒 nãpi nãna舗. y必i hi
泊n自国凶ndhe 鈎泊 依加国n ekatã 凶llIVeyya， na kI歯刻。 dadhi sambh由aJTI siy�ヒ d歯pi ekantan 凶natã 凶av句γ司， na
M曲部sãmino必出 slyã 岱anayo 泊凶ahぬJSam叩岡田esu. eva品切滋ti sabba1okavot函ral0p0 siyã， 鉛ca副館lO;tasmã
e世田 na el姐1国n eka緑 vã曲1lItã vã 叩agan飽b凶H
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されている。

こ の こ と から、 Vism 慧地品では、 転生 してい く も のは縁を持つ五議 (諸船 であ り 、 業や次の

境涯を認識する識がその中心 と なっ ている。 しか し、 識が転生を担 う のではな く 、 識が業因に よ

っ て次の境涯へ と 生 じる。 つま り 、 業 と 具熟の関係に よ っ て転生を説明 している。 また、 第 3 章

で考察 した心作用 と の関係性か ら 、 Vism では業の異熟 と しての識が、 心イ乍用の一つで、あ る結生

作用 に よ っ て次の境涯に生 じ る と 説 く こ と で鮪輪廻を説明 している。
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まとめ

Vism.慧地品 と P恒趣論に説かれる輪廻は、 縁起説 と 閲裏付けて説かれるが、 転生に関わる縦E

支分に相違があった。 そ こ で本発表では、 両者の縁起説の相違点を示 し、 その う えで輪廻説を検

討 した。 本稿で検討した点を示せば以下の よ う になる。

両者の結生に関わる徽昼苅献は、 pts二十行相では 「識=結生識、 名色=五誼 ・ 四無誇胤

と な り 、 Vism.で、は 「識=六識乃至三十二異賄哉、 名色=諸子主む と なっ ている。

pts 智論の二十行相の縁起説は、 業有 と 起有の繰 り 返 しによ る有情 (王離 の限 り ない輪廻

を示す縁起説である。

pts趣論では、 過去世の 「名色」 を縁と して現荘世の 「識 ・ 名 色」 が生 じ、 過去世の玉殖に

よ り 掬主世の五離が生 じ る と し づ 。

pts.趣論の輪廻説は二十行相の縁起説 と は異な る縁起説を基に している と 考え られる。

pts智論の二十行相の縁起説と pts趨命では、 五趨の転生 と し 、 う 観点の中で、 異熟 と な る識

支分を 「結生動 と する解釈に よ っ て転生を説明 してし 、る。

Vism慧地品で、は、 「劃 支分は六識乃至三十二具購哉と 解釈 されてお り 、 業の異熟 と して

三界のあ ら ゆる識が生 じ る と 説かれている。

転生に関 しては、 その異要漏哉が結生する のではな く 、 結生 と し 、 う -L.'1乍用 に よ っ て現在世に生

じ る こ と が説かれる。

Vism の輪臨見では、 転生の主体キ嘱因に よ る転生を否定 し、 縁を持つ玉績が転生 してし 、 く

と 説かれている。 ま た、 転生 してい く 玉離は同一でも別異で も なし 、 と 説明 さ れる。

以上の よ う に、 防 と Vism.で、は輪廻が縁起説に沿っ て説明 されてお り 、 転注が説明 される縁起

支に相違があ る こ と を示 した。 特に 「識I 支分は、 胎 では 「結1:01む と してお り 、 Vism.で、は 「異

熟苛む と していた。 こ の相違点は、 Vism が Vibh の縁起説を採用 し、 それに合わせて輪艦見を再

構築 したこ と に よ る と 考え られる。 つま り 、 「諸行→劃 に転生をあてはめ、 「劃 支分角献を

「異熟識」 と したのであ る。 ま た、 輪廻説では、 玉趨の転生を想定 している点は共通 している。

しか し、 「識j 支分備釈の相違から 、 pts.で出結生識に よ っ て転生を示 していたが、 Vism で品倍

生識ではな く ，CA乍用 を用いる こ と で現庖世への結生を説いている。 以上のよ う に、 縁蹴献が変

遷する 中で、 輪廻説もそれに合わせて開誇築 されている。
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